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リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館
で
は
、
当
圏
域
と

東
北
・
北
海
道
に
所
縁
の
あ
る
美
術
家
の

作
品
を
中
心
に
収
集
し
て
い
ま
す
。
そ
の
多

く
は
過
去
に
企
画
展
を
開
催
し
た
作
家
か
ら

の
寄
贈
・
寄
託
に
よ
る
も
の
で
す
。

本
展
は
そ
の
収
蔵
作
品
の
展
示
や
関
連

企
画
を
通
し
、
当
館
が
開
館
よ
り
蓄
積
し
て

き
た
成
果
を
圏
域
の
方
々
へ
還
元
す
る
べ
く
、

収
集
作
品
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
、
美

術
の
魅
力
や
面
白
さ
を
再
発
見
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
主
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

会
期
中
は
作
品
展
示
の
ほ
か
、
学
芸
員
に

よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
（
作
品
等
解
説
会
）

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
美
術
館
を
飛

び
出
し
、
圏
域
各
所
（
唐
桑
・
本
吉
・
歌
津
・

志
津
川
な
ど
）
で
美
術
・
作
品
鑑
賞
に
関

す
る
講
演
会
や
出
前
授
業
等
も
開
催
し
て
い

ま
す
。 
観
覧
料
＝
無
料

①
歴
史･

民
俗
資
料
展
示

  

「
方
舟
日
記
〜
海
と
山
を
生
き
る
リ
ア
ス
な
く
ら
し
」

当
地
域
の
歴
史
民
俗
・
生
活
文
化
を
【
食
】

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
紐
解
き
、
手
描
き
イ
ラ
ス

ト
や
写
真
を
添
え
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
期
の
ミ
ニ
展
示
「
方
舟
漂
流
記
」
で
は

「
子
供
と
大
人
」
を
テ
ー
マ
に
遊
び
や
学
校
な

ど
の
ト
ピ
ッ
ク
で
、
子
供
に
関
わ
る
歴
史
や

文
化
、
豆
知
識
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

②
収
蔵
美
術
作
品
展
示

当
館
と
関
わ
り
の
あ
る
東
北
・
北
海
道

を
中
心
と
し
た
美
術
家
の
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル

の
作
品
約
70
点
を
作
家
紹
介
パ
ネ
ル
と
と

も
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

③
東
日
本
大
震
災
の
記
録
と
津
波
の
災
害
史

　

当
館
学
芸
員
ら
が
取
材
し

た
記
録
写
真
と
収
集
し
た
被

災
物
品
に
解
説
・
コ
メ
ン
ト
を

添
え
、
明
治
29
年
・
昭
和
８

年
の
津
波
災
害
史
の
資
料
等

と
と
も
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館
収
蔵
作
品
に
よ
る
　

新
た
な
船
出
〜
美
術
再
発
見
!!

〜
８
月
26
日
㊐

美
術
は
世
界
を
支
え
て
い
る
？

 

美
術
館
っ
て
ど
ん
な
場
所
？

常
設
展

共
通
チ
ケ
ッ
ト
で

①
②
③
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館

リ
ア
美
ニ
ュ
ー
ス
　
　
　

R
IA
S A
R
K
 M
U
SEU

M
 O
F A
R
T

̶開館時間̶
午前 9 時 30 分～午後５時

※最終入館は午後４時 30 分まで

̶休館日̶
毎週月･火曜日、祝日の翌日
年末年始・メンテナンス休館

̶常設展観覧料̶
一般：500（400）円

大学生･専門学生：400（300）円
高校生：300（200）円
小･中学生：150（100）円
※（）は 20 名以上の団体料金

̶所在・連絡先̶
〒988-0171 気仙沼市赤岩牧沢138-5

TEL：0226-24-1611
FAX：0226-24-1448

Email：riasark.m@nifty.com
http://www.riasark.com

※展覧会の会期等は都合により変更となる場合
があります。ご利用の際は事前にチラシやホー
ムページ等にてご確認ください。

ゆ
か
り

そも
そも
美術
館っ
て何
？

ひ
も

今
年
度
後
期
の
催
し
物
を
紹
介
し
ま
す

美
術
館
の

　

役
割
と
は
？

美
術
っ
て

  

お
も
し
ろ
い
の
？

❷



方
舟
祭
（
は
こ
ぶ
ね
さ
い
）
は
当
館
主
催

の
市
民
参
加
型
文
化
祭
で
す
。
表
現
活
動
を

行
っ
て
い
る
方
々
の
絵
画
・
写
真
・
手
工
芸

等
の
展
示
を
始
め
、
楽
器
演
奏
会
な
ど
の
多

彩
な
発
表
を
週
替
わ
り
で
紹
介
し
ま
す
。

趣
味
探
し
の
機
会
と
し
て
も
好
適
と
い
え

ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
観
覧
無
料

本
企
画
は
気
仙
沼
市
・
南
三
陸
町
の
小

学
生
を
対
象
と
し
た
絵
画
公
募
展
で
す
。

テ
ー
マ
は
「
あ
ん
な
こ
と
、
こ
ん
な
こ
と
し
た

よ
」。
８
月
22
日
よ
り
学
校
を
通
じ
て
募
集

し
ま
す
。
入
賞
者
に
は
地
域
商
品
券
（
大

賞
＝
２
万
円
分
、
優
秀
賞
＝
５
千
円
分
）

や
図
書
カ
ー
ド
（
佳
作
＝
千
円
分
）
が
贈
ら

れ
ま
す
。
応
募
作
品
は
全
て
展
示
さ
れ
ま
す
。

※

展
覧
会
期
12
／
５
㊌
〜
12
／
24
㊊

◎
応
募
・
観
覧
と
も
に
無
料

９
月
27
日
㊍
〜
11
月
４
日
㊐

新
！
方
舟
祭
２
０
１
８

作
品
募
集
！

人
気
企
画
今
年
も
や
り
ま
す
!!

本展は平成 14 年度から続く、東北･北海道在住の若
手作家を紹介するシリーズ企画です。本年度後期は、第
68・69弾目の2名の作家を紹介します。観覧無料です。

N.E.＝North Eastern（東北･北海道地域）、blood＝
血筋、活力、気質、情熱、21＝21世紀・未来をつくる

※先着順でパンフレットを無料で配布します

N.E.blood 21

リ
ア
ス
・
ジ
ュ
ニ
ア

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
 vol.

３

前
回
（
新
！
方
舟
祭
２
０
１
７
）
の
発
表
の
様
子

「凪-nagi」（写真）展示風景

「花葡萄の会」（かご編み）展示風景「写真集団“鼎”」（写真）展示風景

「キルトスタジオ フウ」（パッチワークキルト）展示風景

お
二
人
と
も
気
仙
沼

出
身
・
在
住
で
す
！

年 ～

❸



平
成
30
年
６
月
７
日
、
宮
城
県

防
災
航
空
隊
と
の
合
同
訓
練
を
、

南
三
陸
町
志
津
川
（
ベ
イ
サ
イ
ド

ア
リ
ー
ナ
駐
車
場
）
と
、
気
仙
沼

市
赤
岩
港
（
赤
岩
港
仮
設
ヘ
リ

ポ
ー
ト
）
で
行
い
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
災
害
に
出
動
し

た
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と
、
地
上

の
消
防
隊
が
安
全
か
つ
円
滑
な
連

携
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
年

１
回
行
っ
て
い
ま
す
。
消
防
隊
員

は
支
援
員
の
役
割
と
救
急
搬
送
で

の
傷
病
者
の
引
継
ぎ
要
領
を
確
認

し
ま
し
た
。

ま
た
、
夜
間
の
離
着
陸
が
可
能

と
な
る
よ
う
、
平
成
28
年
か
ら
赤

岩
港
仮
設
ヘ
リ
ポ
ー
ト
で
、
夜
間

離
着
陸
訓
練
も
行
っ
て
い
ま
す
。

リ
ン
ク
ラ
イ
ト
（
夜
間
離
着
陸
照

明
装
置
）
の
設
置
訓
練
を
行
い
、

点
灯
状
況
を
確
認
後
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
夜
間
離
着
陸
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

今
後
も
住
民
の
安
全
・
安
心
の

た
め
、
火
災
・
救
助
・
救
急
活
動
に
、

宮
城
県
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と
連

携
し
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

宮
城
県
は
、
夜
間
や
休
日
の
病
気

や
け
が
で
、
救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か

迷
う
と
き
や
、
応
急
処
置
の
方
法
が

知
り
た
い
と
き
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
看
護
師
な
ど
が

助
言
し
、
受
診
の
必
要
性
、
受
診
可

能
な
医
療
機
関
を
案
内
し
ま
す
。

お
子
さ
ん
の
相
談
は
、
こ
ど
も
夜

間
安
心
コ
ー
ル
「
＃
８
０
０
０
」
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
で
は
１
１
９
番
通
報
時
、
電

子
地
図
を
利
用
し
て
災
害
現
場
を
特
定
し
ま
す
。

新
築
住
宅
は
電
子
地
図
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
災
害
現
場
の
特
定
が
困
難
で
現
場
到
着
が
遅
く

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

最
寄
り
の
消
防
署
・
出
張
所
へ
申
し
込
む
こ
と
で

電
子
地
図
に
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
万

が
一
の
時
に
備
え
、
左
記
対
象
の
方
は
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
（
申
込
用
紙
は
当
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

【
対
象
】
次
の
期
間
以
降
に
新
築
し
た
住
宅

気
仙
沼
市
・
南
三
陸
町　

平
成
28
年
10
月
１
日

旧
本
吉
町　
　
　
　
　
　

平
成
27
年
10
月
１
日

旧
唐
桑
町　
　
　
　
　
　

平
成
26
年
10
月
１
日

万
が
一
の
通
報
の
際
は…

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
で
は
通
報
時
、
は
じ
め
に
災

害
現
場
の
住
所
や
近
く
の
目
標
物
を
聞
き
、
災
害
現

場
を
特
定
し
た
段
階
で
、
最
寄
り
の
消
防
署
に
出
動

の
指
令
を
出
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
内
容
に
つ
い
て
は
出
動
隊
の
活
動
を

支
援
す
る
た
め
の
情
報
と
し
て
、
出
動
の
指
令
を
出

し
た
後
に
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
災
害
現
場
の
場
所

を
伝
え
た
後
も
落
ち
着
い
て
、
聞
か
れ
た
内
容
に
答

え
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

広域消防からのお知らせ

01
宮
城
県
防
災
航
空
隊
と
の
合
同
訓
練

救
急
引
継
ぎ
訓
練
・
夜
間
離
着
陸
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

03
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
か
ら
皆
様
へ

02 宮城県おとな救急電話相談救急車を呼んだ方が良い
のか迷うときは…

引継訓練

夜間離着陸訓練

平
日
：
午
後
７
時
〜
翌
午
前
８
時

土
曜
：
午
後
２
時
〜
翌
午
前
８
時

日
祝
：
午
前
８
時
〜
翌
午
前
８
時
24
時
間

毎
日
：
午
後
７
時
〜
翌
午
前
８
時

電
子
地
図
登
録
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い

この段階で、災害現場に一番近い
隊へ出動指令を出します。
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総
務
省
消
防
庁
に
お
い
て
住

宅
火
災
に
お
け
る
被
害
状
況
を

分
析
し
た
と
こ
ろ
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
設
置

さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
比
べ
、
死
者
の
発
生
は

約
４
割
減
、
焼
損
床
面
積
、
損
害
額
は
概
ね
半

減
し
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
古
く
な
る
と
電
子

部
品
の
寿
命
や
電
池
切
れ
な
ど
で
、
火
災
を
感

知
し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
と
て
も
危

険
で
す
。
10
年
を
目
安
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

「
ま
さ
か
」
の
火
災
。
住
宅
用
火
災
警
報
器

で
助
か
る
命
が
あ
り
ま
す
。
火
災
は
決
し
て
他

人
事
で
は
な
く
、
ど
こ
の
家
庭
で
も
起
こ
り
う

る
こ
と
で
す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
あ
れ
ば
、

い
ち
は
や
く
火
災
を
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。

○
日
常
的
に
使
用
し
て
い
る
寝
室

○
寝
室
が
あ
る
階
の
階
段
の
上
部

※

３
階
建
て
の
住
宅
等
の
階
段
の
踊
り
場
は
、

設
置
す
る
場
所
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
台
所

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い

階
（
台
所
を
除
く
）
で
、
４
畳
半
以
上
の
部
屋

が
５
つ
以
上
あ
る
階
の
廊
下

不
明
な
点
は
消
防
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

04
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

取
り
付
け
て
い
ま
す
か
？

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
は

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
場
所
は
？

10
年
た
っ
た
ら
と
り
カ
エ
ル

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
「
い
ざ
」
と
い
う
時

に
正
し
く
作
動
し
な
い
と
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

日
頃
か
ら
定
期
的
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
作

動
点
検
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

定
期
的
に
作
動
確
認
し
ま
し
よ
う
‼

火
災
予
防
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
平
成

30
年
４
月
１
日
か
ら
、
重
大
な
消
防
法
令
違
反

の
建
物
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
し
て
い
ま
す
。

公
表
の
対
象
と
す
る
の
は
、
不
特
定
多
数
の

方
が
出
入
り
す
る
建
物
等
の
重
大
な
消
防
法
令

違
反
に
関
す
る
情
報
（
建
物
名
、
住
所
、
違
反

の
内
容
等
）
で
す
。

○
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.km
-fire.jp/

野
焼
き
は
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
外

的
な
焼
却
行
為
を
行
う
際
は
、
消
防
署
に
届
出

を
行
い
、
次
の
事
項
を
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

公
表
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

焼
却
行
為
を
行
う
際
の
厳
守
事
項

に
つ
い
て

防火対策
日頃の備えが

大切

は

です！！

とりカエル

❺



決 算 の あ ら ま し

【歳入】 【単位：千円】

一般会計の歳入総額は21億8,025万1,764円、歳出総額は21億

6,263万1,212円で、歳入歳出差引残額は1,762万552円となり、同額が

実質収支となりました。

　歳入歳出差引残額から881万1,000円を財政調整基金へ積み立

てたため、残額880万9,552円が翌年度への純繰越額となりました。

○消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型取得

（唐桑出張所）

○高規格救急自動車・高度救命処置用

資機材取得（歌津出張所）

○南三陸消防署災害復旧設計・地質調査

業務

○歌津出張所職員待機宿舎解体・撤去工事

○リアス・アーク美術館  「戦後日本・発展の

　 光と影」展　

平成29年度の主な事業

平成 29年度　地球温暖化防止対策実施状況
当組合における平成 29年度地球温暖化防止対策の実施状況は、下記のとおりです。

◎燃料関係

◎上水道関係

◎コピー枚数

項　　目 単　　位 排出係数 活動量 排出量
（Kg-CO2） 活動量 排出量

（Kg-CO2） 活動量 排出量
（Kg-CO2）

基準値（Ｈ25） 平成 29年度 目標値（Ｈ33）

電 気 使 用 量

ガソリン使用量

軽 油 使 用 量

ＬＰガ ス 使 用 量

Ａ 重 油 使 用 量

灯 油 使 用 量

合 　 　 　 計

KWh

ℓ

ℓ

㎥

ℓ

ℓ

－－

0.571

2.322

2.585

5.968

2.710

2.489

－－－－

1,225,681

34,747

22,663

1,447

36,000

19,952

－－－－  

699,864

80,683

58,584

8,636

97,560

49,660

994,987

1,121,064

36,088

24,915

2,377

42,500

9,159

－－－－  

640,128

83,796

64,405

14,186

115,175

22,797

940,487

1,182,782

33,531

21,870

1,396

34,740

19,254

－－－－

675,369

77,859

56,533

8,334

94,145

47,922

960,162

上　水　道　（㎥）
基準値（Ｈ25） 平成 29年度 目標値（Ｈ33）

4,462 4,530

コ　ピ　ー　枚　数
基準値（Ｈ25） 平成 29年度 目標値（Ｈ33）

147,939 132,908

4,306

142,761

財産収入
457

諸収入
343,914

国庫支出金
13,383

使用料及び
手数料
7,884

繰入金
77,608

組合債
44,800

県支出金
11,819

繰越金
19,326

分担金及び
負担金
1,661,061

2,180,252

【歳出】【単位：千円】

議会費
1,004

公債費
70,294

教育費
96,123

総務費
84,676

消防費      
1,910,534

2,162,631

平成29年度　組合一般会計 歳出決算
議会費
1,004千円（0.05％）
組合議会運営費

総務費
84,676千円（3.92％）
一般事務費、計画策定費、
リアス・アーク美術館企画事業費等

消防費
1,910,534千円（88.34％）
防災・消防・救急活動費・施設管理費等

教育費
96,123千円（4.44％）
リアス・アーク美術館施設管理費等

公債費
70,294千円（3.25％）
組合債の返済金等

※（ ）内は構成比
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を利用して
いろんなところへ出かけてみませんか？

フリーパスポート
今年の夏休みは

※開催日及び場所は、変更になる場合があります。 詳細については、気仙沼市役所・南三陸町役場にご確認ください。

小・中学生のみなさん

フリーパスポートは、県内のさまざまな施設を無料で利用できるパスポートです。
作成方法や対象施設など詳しくは、お気軽に美術館にお尋ねください！｠

対象者 利用できる日 作成方法 利用できる場所

気仙沼市・南三陸町に
住んでいる小学生・
中学生

学校が休みの日（土日・
祝日・春夏冬休み）

美術館・ひころの里で
お申し込みください。

県内の各施設
・仙台市博物館
・石ノ森漫画館
・リアス・アーク美術館
・ひころの里　　等

ベント情報イ

８月

９月

10月

11月
上旬 本吉産業まつり （本吉総合体育館）
11日 地方青年文化祭「わくわくキッズ☆ランド2018」
  （本吉総合体育館）
15日 おでかけ児童館
  （気仙沼市民福祉センター「やすらぎ」）
19日 波路上保育所施設開放「なかよし★こあらぐみ」
  （波路上保育所）
中旬 リアス牡蠣まつり （唐桑町）

中旬 JAまつり （未定）

４・５日　第67回気仙沼みなとまつり（気仙沼市内）
５日 歌津復興夏まつり （南三陸ハマーレ歌津）
中旬 気仙沼大島花火大会 （大島 浦の浜）
中旬 大型サンマ漁船一斉出港「出船おくり」
  （魚浜町 コの字型岸壁）
19日 ワクワク子育てプログラム 父親の育児参加促進事業
 「ファミリー・プレイデイ」 
  （本吉町 前浜マリンセンター）
20日 波路上保育所施設開放「なかよし★こあらぐみ」
  （波路上保育所）
24・25日　東京消防庁音楽隊ふれあいコンサート
  （はまなすホール・面瀬中学校体育館）
24～26日　第45回東北総合体育大会 （気仙沼市総合体育館）
25日 志津川湾かがり火まつり福興市
  （サンオーレそではま特設会場）
26日 海上自衛隊東京音楽隊気仙沼公演 （気仙沼市民会館）
27日 ワクワク子育てプログラム 子育てセミナー 
  （気仙沼市民健康管理センター「すこやか」）

５～11月11日　市民文化祭 （気仙沼市民会館ほか）
８日 市民ラジオ体操のつどい&「花のみち45」ふれあい
 ウォーキング （気仙沼バイパス「花のみち45」）
８日 市民体育祭 （気仙沼市総合体育館）
上旬 モ～ランドまつり （モ～ランド）

22日 波路上保育所施設開放
 「なかよし★こあらぐみ」（波路上保育所）
28日 第34回気仙沼市産業まつり （気仙沼市魚市場）
28日 市場で朝めし。 （気仙沼市魚市場）
28日 健康フェスティバル 
  （気仙沼市民健康管理センター「すこやか」）
28日 南三陸町産業フェア 
  （ベイサイドアリーナ駐車場特設会場）

１日 ワクワク子育てプログラム 父親の育児参加促進事業
 「ファミリー・プレイデイ」 （大島児童館）
６日  ワクワク子育てプログラム おでかけ児童館
  （気仙沼市民健康管理センター「すこやか」）
９日 みやぎヘルシー2018ふるさとスポーツ祭
  （本吉総合体育館）
15・16日　ツール・ド・東北 （気仙沼市内）
21日 NHK・BSプレミアム「きらり！えん旅」
  （はまなすホール） 
25日 波路上保育所施設開放「なかよし★こあらぐみ」
  （波路上保育所）
29日 気仙沼市民会館まつり （気仙沼市民会館）
30日 志津川湾タコまつり福興市
  （志津川仮設魚市場特設会場）
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平成 31 年度採用

消防職員募集

受験申込：組合事務局、気仙沼市役所人事課、南三陸
町役場総務課、各消防署に備え付け、または組合事務
局ホームページ（http://km-kouiki.jp/) に掲載の申
込用紙に必要事項を記入し、下記の期日まで申し込み
ください。

職 種

採 用 予 定 人 員

試験日時及び場所

申 込 期 間

申 込 書 提 出 先

受 験 資 格

試 験 科 目

問い合わせ先　気仙沼・本吉地域広域行政事務組合事務局　庶務係
〒９８８－０１０４　宮城県気仙沼市赤岩五駄鱈４３番地２　　℡０２２６（２２）９１１１

３人程度

平成 30 年 9 月 16 日（日）午前 9 時から　　　気仙沼・本吉広域防災センター

気仙沼・本吉地域広域行政事務組合　事務局

一次試験　　教養試験、適性検査（2 科目）、体力測定（6 種目）
※二次試験の実施内容などは一次試験合格者に直接通知します。

平成 30 年 7 月 1 日（日）～平成 30 年 8 月 7 日（火）
※閉庁日を除く。郵送の場合は締切日の午後５時 15 分必着。

消防吏員（初級職） 消防士

①平成 6 年 4 月 2 日から平成13 年 4 月1日までに生まれた方で、高校卒業程度の学
力を有する方、または卒業見込みの方

　※大学を卒業した方または卒業見込みの方を除きます（短期大学については受験可）
②色力正常で、両眼とも裸眼視力が 0.7 以上、または矯正視力が 1.0 以上であること
③聴力が正常であること
④その他、職務遂行に支障がなく健康であること
⑤採用と同時に消防本部の管轄区域内（気仙沼市・南三陸町）に居住できること

気仙沼・南三陸フォトコンテストを開催します第3
回

気仙沼市・南三陸町で撮影した自然・街並み・年中行事・生活などの写真を募集します。

○募集期間　平成30年10月１日（月）～平成31年１月15日（火）  
　　　　　　※閉庁日（土・日・祝日）を除く
○部　　門　①風景　②暮らし・日常
○サ イ ズ　Ａ４サイズ・四つ切（ワイド可）プリント
○結果発表　平成31年２月上旬
○審 査 員　プロカメラマン１名他
○賞　　等　最優秀賞（全体から　1点・賞状・賞金）
　　　　　　優 秀 賞（部門ごと　1点・賞状・賞金）
　　　　　　佳　　作（全体から 10点・賞状）
　　　　　　賞 候 補（全体から 15点以内）※美術館にて展示
　※応募作品は、平成30年１月以降に気仙沼市・南三陸町内で
　　撮影された未発表作品に限ります。（１人３点まで）

～送付先・問い合わせ先～
　気仙沼・本吉地域広域行政事務組合事務局　企画調整係
　〒988-0104　気仙沼市赤岩五駄鱈43番地2
   TEL：0226-22-9111　　FAX：0226-22-8008 

第２回気仙沼・南三陸フォトコンテスト
最優秀賞　「天旗まつり」

 鈴　木　　栄 さん（気仙沼市）

テーマは「未来に残したい、私たちの今」です。


